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 新法「障害者総合福祉法」を願う大フォ－ラム 報告 
                   都連理事 石川和子    
１０月２８日、日本障害フォーラム（JDF）の主催で、「創ろう みんなの障害者

総合福祉法を！１０．２８JDF 大フォーラム」が快晴のもと日比谷野外音楽堂にて
開かれました。全国から目標の一万人を超える参加者で会場はあふれる程でした。
１３の団体が障がいの種類や立場の違いを超えて、「私たち抜きに私たちのことを
決めないで！」という障害者権利条約の基本精神に基づいた「障害者自立支援法」
に変わる新しい「障害者総合福祉法」の実現を願って熱く語り合いました。 
       
昨年４月に、政府の「障がい者制度改革推進本部」のもとに、障がい者および家

族、そして多くの関係者による「総合福祉部会」が設けられ、熱心な議論を重ね、
８月に「障害者総合福祉法の骨格に関する総合福祉部会の提言」が構成員５５人の
総意としてまとめられました。そして、蓮舫・障がい者制度改革推進本部副本部長
に手渡されました。 
 
この骨格提言は、制度の谷間に置かれる障がい者をなくすこと、生活の実態にあ

ったサービスにすることなど、当事者が一生懸命考えて作ったとてもいい内容にな
っていて大きな期待が寄せられています。 
舞台には、各政党の国会議員も次々とかけつけ『「骨格提言」の全面具体化実現

に向けてがんばりたい』との決意が述べられました。 
又、参加の１３の団体からは、新法・障害者総合福祉法に反映させる要求や期待、

実現に向けて頑張る決意が語られました。精神障がい関係からは、全国精神保健福
祉連合会（みんなねっと）と全国「精神病者」集団から、精神障がい者が置かれて
いる状況の報告がされました。 
 
最後に参加者一同のアピールを採択し、その後、東京駅までパレードを行い、声

高く市民に訴えました。「平成２４年通常国会に法案提出、２５年８月までの施行
を目指す事が閣議決定されている、これからの６か月間で大きく歴史が変わる。み
んなで力を合わせて実現させましょう！」の司会者の最後の言葉が胸に響きました。 

参加されたスマイルのみなさん、パレードまで参加されたみなさん本当にお疲れ
様でした。 
 
また参加された方から次のような感想を寄せられました。 
① 今年のフォーラムは去年に比べ参加の多さにびっくりしました。ベンチに座

れないほどの人が集まっていました。 
②何とか全員座れて良かったです。私たちの意見を取り入れた、良い方向に向か
ってくれる法律になって欲しい。 

（“あしなみ会だより”より転載させていただきました。） 
      

◇      ◇      ◇ 
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大フォーラム会場で「東京つくし会」として署名行動で参加 

支援者 安田 學 
去る１０月２８日(金)、この時期恒例となった日本障害フォーラム(JDF)主催大集

会が日比谷野外音楽堂で開催されました。 
今年のテーマは「創ろうみんなの障害者総合福祉法を!」。私は精神科病院在職時

も地域福祉事業所在職時も毎回参加。そして、今回は東京つくし会の一員として、
会場で「こころの健康のための基本法」制定=１００万人署名行動の一環として、
会場でつくし会役員と協力者と共に署名の呼びかけに参加しました。 
この集会は、毎回 1 万人もの障がい者が全国から参集してきます。何といっても

参加数はもとより、元気な姿と明るい笑顔。今、日本で一番元気で活発なのは障害
者(団体)・・・と評する方もいるほどです。 
 
今回特筆できることは、つくし会がこの集会に会ののぼり旗を掲げ初参加したこ

とと、こころの健康推進の署名行動として横断幕・旗を広げ１００万人署名行動の
一環として位置づけ、会長が先頭に立ち参加者に署名協力を呼びかけたことです。
つくし会としても、こうしたソーシャルアクションの重要性を再確認しつつ、様々
な障がい者団体とも手を携え、連帯していく中で、会としての存在・組織、課題や
要望等を実現していくことは大事だと思います。 
 
先般、厚労省が精神疾患を五大疾病として位置づけました。 
また、「こころの健康のための基本法」制定を・・・と１２月１日には国会議員

による超党派議員連盟が発足する運び。これら歴史的にも画期的な動きは、この一
年間全国的に取り組まれてきた100万人署名(現在５０％弱の到達)行動が大きな契
機となり、その背景にあるかと思います。引き続き、各地域・職場・団体・議会な
ども含めた協力要請も展開しつつ、東京つくし会も１００万人署名達成に力を発揮
していければと思います。 

◇      ◇      ◇ 

１１．６第二次全国一斉国会請願街頭署名行動-東京地区活動報告 

都連副会長 小笠原勝二 
「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定を求める第二次全国一斉

国会請願街頭署名は、１１月６日（日）に全国各地で実施されました。全国で実施
地域は、北は青森から南は沖縄県までの３１都府県、４７ヶ所で、参加者数は千数
百名が参加された模様です。しかし、残念ながら当日は全国的な雨模様の天候で、
当日朝に急遽、中止をした地域もあるようです。現在、こころの健康政策構想実現
会議、１００万人署名推進委員会事務局（やどかり情報館内）で最終集計作業を行
っております。結果が分かり次第、別途ご報告させていただきます。 
私達の東京地区は新宿西口で、東京つくし会からの参加者も含め、総勢９６名で

雨の中、基本法の国会請願を訴えました。しかし、残念ながら雨模様の天候は、肝
心の署名用紙を濡らし、また道行く人に配るチラシも雨でヨレヨレにしてしまうよ
うな状況でした。結果として自然の織り成す天候には逆らえず、ますますひどくな
るような雨模様のため、行動予定の２時間を１時間切り上げて国会請願署名行動は
終了としました。結果として、いただいた署名は 507 筆でした。 
 
今回の第二次全国一斉国会請願街頭署名行動実行にあたって、東京つくし会が東

京地区の先頭に立って実行委員会を立ち上げ、これに医療、作業所関係、支援者の
協力を得て実行しました。 
今回が国会請願のための全国一斉行動であることを念頭に、首都東京が主導しな

ければならないのでは（元気を示さなければ）との意気込みで、署名行動準備の会
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合も夕方の 6 時前後から約 2時間、東京つくし会事務局に野村会長以下理事有志お
よび支援者が数回にわたり集まり、話し合いを続けました。この話し合いの中で、
当日の参加者同士の連帯感を表すものが必要との意見があがり、東京つくし会とし
て現地本部を周知するための「東京つくし会」と書いた“のぼり”および“タスキ”
を購入しました。また参加要請の呼びかけ文も今までより多く、また度々送付させ
ていただきました。 
 
お陰様で当日はこの本部を示す目印の“東京つくし会”のぼり周辺には予定時間

の 30 分以上も早くから三々五々と集まっていただき、準備された緑色のたすきを
肩にかけ署名行動を開始しました。参加者の肩にかけた緑色のタスキは、雨の中で
も色あざやかに浮き上がり、広い新宿西口広場に散開し署名を呼び掛けている人、
ビラを配っている人の動きが相互に理解できたことは、参加者同士がこの国会請願
署名行動の意義を再確認しあえた場所・時間であり、また今後の絆が一層深まった
感がありました。また今回の参加者数の内、約７３％は東京つくし会関係者であっ
たことは特筆すべきもので、この運動にかける意気込みを示せたことは、この国会
請願署名行動で求めている「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定
に大きな影響を与えるものと確信します。 
聞くところによると、国会での議員連盟の立ち上げの動きもあり、法制化の動き

が加速する様子がうかがえます。 
今後ともよろしく皆様のご支援・ご協力を切にお願いいたします。 
 

◇      ◇      ◇ 

明るい兆し 

                         都連会長 野村忠良 
いま、日本の精神保健福祉では、目に見えないところで、これまでとは違う大き

な動きが起きています。今年になって、すでに障害者基本法が改正され、まもなく
障害者総合福祉法がつくられようとしています。そして現在、精神保健福祉法の保
護者制度規定廃止の検討が、来年を目途に厚生労働省の検討チームで行われていま
す。一方で、国民の５疾病に新たに精神疾患が加わったことに対応して精神疾患対
策基本法の制定を求める活動が、家族会や関係者、それに国会や地方議会で高まっ
ています。具体的制度としては、今年度から国のモデル事業の精神障害者アウトリ
ーチ推進事業が全国で新たに始まりました。 
こうした活発な動きが本当に明るい未来を開くのか、私たちは長い間、精神障害

に打ちひしがれ、いっこうに変わらない重苦しい社会状況に絶望感を抱いてきまし
たので、なかなか楽観的に考えることができません。家族会には惨憺たる生活に追
い込まれた方々ばかりが次々に相談にみえ、現在の法制度では解決困難な例がほと
んどです。 
それでも私たちは明日を信じ、前に向かって進むしかありません。様々な改革が

起き始めていることは事実なのです。家族として、できることを精一杯続けて明日
を信じ、事態が好転する日を待ちましょう。 

◇      ◇      ◇ 

２０１１年度第 2 回東京つくし会多摩地域ブロック会議講演会 

                                   都連理事 増田公子 
２０１１年１０月２９日（土）府中ふれあい会館で開催。１９団体３０名が参加。  
今回は、家族会の永年の課題である、「親亡き後、地域での生活が安心して継続

できるか？」について「多摩在宅支援センター円の実践アクト～について」その理
事長である寺田悦子氏を講師に学習をしました。 
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当事者に寄り添ってきた体験から、既存のサービスにはない隙間を埋めるサービ
スが必要、医療と福祉が断ち切られているのでそれをつなぐ活動が必要との熱い思
いのもと、地域のニーズに合わせて活動をし、だんだんに事業も人も増えていった。 

八王子に在宅生活支援センター円を作りその後、立川市に訪問看護ステーション
「元」を作り、２０１１年にその中に「ＴＡＣＴチーム」を作った。東京にはない
サービスを多摩地域でやっていきたいと思い、ＡＣＴの理念を導入した。Ｔ＝東京
（ＴＯＵＫＹＯＵ）、多摩（ＴＡＭＡ）、立川（ＴＡＣＨＩＫＡＷＡ）タクト＝指揮
棒。２チーム（１チーム６～７名）エリアは車で３０分位のところ。 
精神科訪問看護の内容として「その人らしい生活を支援する。」ことを大切にし

ている。医療処置が中心ではなく、リカバリー・ストレングスの視点に基づき、様々
な支援を行うための関係作りが重要である。２４時間３６５日の対応をしている。
有ることで精神的に安心をするようで、大変ではなかった。利用者を取り巻く生活
環境の問題が複雑でキーパーソンがいない事が多い。また、特性としキャンセル・
不在がある。地域の関係機関や他職種との連携が必要である。つながらない方々と
出会うために、精神障害者アウトリーチ推進事業等を、行政との協動で行えるよう
にすることが大切。 
拒絶する人もご家族がいれば鍵を開けてくれる。あきらめないで、チャンスを待

つこと。単身者には信頼できる人と同行をするなど工夫をしている。すぐに帰らざ
るをえない場合もあるが何回か行っている内になじむ。関係を作っていく事が大切。 

本来では、自治体の障害福祉課と一緒に居宅生活安定化事業が出来ればよい。病
院運営ではリカバリーが出来ない。病院から独立型の事業所が必要である。民間の
事業所が突然訪問は出来ないので、行政と一緒に地域の民間事業所がアウトリーチ
が出来るシステムを作っていく。 
講演後の質問では、現在の喫緊な課題なので、アウトリーチへの具体的な方法に

ついて多くの質問が出ました。家族会の今後の方向にむけて元気を頂きました。 

◇      ◇      ◇ 

    ◇平成 23 年度 賛助会加入状況    (H23 年 11 月 30 日現在) 

 診療所 

 

にしの木クリニック 

森岡クリニック 

5,000 円 

21,000 円 

平成 23 年 4 月１日～平成 23 年 11 月 30 日までの累計：237,000 円   

（個人 1口:2,000 円、団体１口:5,000 円、診療所 1口:3,000 円、病院 1口:5,000 円） 

個 人：18,5 口 × 2,000 円      ＝ 37,000 円 
団 体：  6 口 ×  5,000 円      ＝  30,000 円 
病院 ：   3 口  ×  5,000 円      ＝  15,000 円 
診療所 ：51 口 ×  3,000 円 +2,000 円   ＝ 155,000 円 

  

＊ご協力ありがとうございます。 

◇      ◇      ◇ 

編集後記・・・今年も１２月になりました。時は何事もなかったように刻まれてい
ます。３・１１の震災による被災者の多くの方の安否確認がまだできていません。
岩手県連の調査によりますと、いまだにどこに避難されているかもわからない状態
の人がいます。寒さに向かうにあたり、避難されている人たちにあたたかな支援が
されているか、とても心配です。国として、財源を確保し、必要な人に必要な支援
が届くように強く要望するところです。                （都連副会長 川崎洋子）           


